
 

 

平成２８年度 第１回市民参加及び協働推進委員会会議録 

 

○日 時   平成２８年６月１３日（月） 午後７時００分～午後８時４５分 

 

○場 所   市役所２階 市長公室 

 

○出席者  

・委 員   桑原 真紗委員、長ケ原 美博委員、對馬 明子委員 

富田 實委員、中澤 佳珠代委員、松下 崇子委員 

松本 はるみ委員、三木 ともね委員 

・事務局   協働推進課：古寺課長、下田副課長、藤田主査 

 

○欠席者 

・委 員   有賀 輝彦委員、三上 聰雄委員 

 

○傍聴者   なし 

 

内  容 

１．開  会   

２．委員長あいさつ 

３．内  容 

（１）協議事項 

①協働事業提案制度について 

  ・現在の進捗状況について 

 【事務局】平成２７年度協働事業提案制度を開始し、市民提案型協働事業、アイデ 

ア提案について募集を行った結果、市民提案型協働事業は２件採択し、 

アイデア提案は５件登録を行った。市ホームページで、市民提案型協働 

事業、アイデア提案について掲載している。 

○市民提案型協働事業平成２８年度実施事業について 

「すわの森環境保全事業」 

（団体：すわ・氷川森の会 担当課：まちづくり推進課） 

４月３日に清掃活動とホタルの幼虫 2,000 匹を地域の方も参加し放流し

た。５月下旬、ホタルが飛んでいるところを実施団体が確認し、放流に参加

した方へ連絡したとのことである。夜は暗く足元も危ないので、実施団体の

会員がホタルが飛んでいる場所の案内等、活動を行っている。 

「コスモス育成活動事業」 

（団体：コスモスの会ふじみ 担当課：地域文化振興課） 

市広報６月号にボランティア募集記事を掲載。６月下旬に活動を開始予定。 

 



 

 

  ＊諏訪の森でホタルが飛んだことについて、どのように広報をしたか。 

 【事務局】団体から、地域の方々やホタルの幼虫放流に参加した方へのお知らせは

したが、大勢の方が観賞できる環境の整備ができていないため、広く周

知は行っていない。 

＊今年度実施している協働事業は、来年度はどのようになるのか。さらに発展し

たら市の観光資源として、素晴らしいものになるのではないか。 

＊今後事業をさらに発展させるためには、行政の継続的な支援が必要ではないか。 

【事務局】協働事業提案制度の補助金は、原則１年としているので、実施した協働 

事業の成果等を踏まえ、今後どのように行っていくのがよいか、担当課 

と検討していきたい。 

  

  ・行政提案型協働事業の募集テーマ、事業について 

   資料「富士見市協働事業提案制度行政提案型協働事業の実施について」「行政提

案型協働事業のテーマ、事業について（回答票）」「富士見市協働事業提案制度

行政提案型協働事業スケジュール（案）」に基づき説明。 

 【事務局】行政提案型協働事業は、市があらかじめ提示するテーマや事業に対して

市民が企画・提案するものとしている。４月中旬に庁内から行政提案型

協働事業のテーマ、事業となるものを募集し、障がい福祉課から３件回

答された。３件の内容は、市が推進すべき計画に基づいており、市民か

らの企画・提案が可能な内容で、事業に必要な経費は補助金として適当

であり、市民参加及び協働推進庁内委員会で協議し、今年度の行政提案

型協働事業の提案募集事業候補に決定した。 

提案の募集期間は、７月１５日（金）から８月３１日（水）までとし、

市民提案型協働事業と同時に行う。周知については、市広報７月号へ提

案募集について掲載する。募集要領は、６月２０日頃から配布を予定し

ている。 

  ＊募集するのは、事業をサポートしてくれるボランティアなのか。 

 【事務局】実際に事業を計画し、実施する団体を募集する。 

  ＊他の課からは、行政提案に関して話はなかったのか。 

 【事務局】他の課からも、行政提案型協働事業となる可能性のある事業が挙げられ 

たが、内容等を検討した結果、今回は障がい福祉課による３件とした。 

  ＊今回募集する３件の事業について、市が示す内容が具体的過ぎるように思う。 

【事務局】担当課から、募集する事業の内容について具体的に書かれているが、市 

民からより良い提案がだされた場合は、柔軟に検討をしていきたい。 

＊団体の中には、通常の業務が忙しいため提案ができないという状況もあるかも 

しれない。 

 【事務局】提案募集の周知については、昨年度より１か月程早く行い、提案の申請 

受付期間についても、昨年度より２週間程長く行う予定である。 

  ＊市から事業の内容について詳しく示してはいるが、団体から市民提案型協働事 

業のように継続性や計画性のある提案をしてほしいと思う。 



 

 

  ＊行政提案型協働事業は新規の事業なので、募集をしてみないとわからない状況 

もあるだろう。団体から提案されるのを待っているだけではなく、担当課には 

事業を担えそうな団体へ協働事業提案制度の情報提供をする等、働きかけをし 

てもらいたい。 

 【事務局】担当課と連携し、提案募集の周知等を行いたい。 

   

（２）報告事項 

①平成２７年度審議会等の開催状況及びパブリックコメントの実施状況について 

資料「平成２７年度審議会等の開催状況等に関する調査結果」「平成２７年度パ

ブリックコメント実施状況調査結果」を基に説明。 

 

 ・平成２７年度審議会等の開催状況について 

＊会議日程の事前公表について、市のホームページでの公表はわかりやすいが、

担当課窓口というのはわかりづらいと思う。 

 【事務局】市民参加について、難しくてよくわからないというご意見もあるので、

市民参加に関する周知等については、よりわかりやすい方法を検討した

い。 

 

・平成２７年度パブリックコメントの実施状況について 

＊関心のある内容であれば、公共施設へ行き施策や計画を読むかもしれないが、

施策や計画の内容を難しく感じている市民は多いと思う。 

＊このように多くの計画や施策があることを、あらためて知った。市民に一番わ

かりやすい周知方法は市の広報であると思うが、興味のない記事は読まれない

こともあるだろう。 

 【事務局】市民参加の方法であるパブリックコメントについて、今後も継続して市 

民へ周知を図っていきたい。 

 

４．その他 

 ①会議日程について 

 今年度の協働事業の募集が終了した時期で、９月を予定。 

 

５．閉会 對馬副委員長 

 

 

 


